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はじめに

第15回明倫短期大学学会学術大会では,鋳造レス

ト付二腕鉤の製作にあたり,耐火模型法,レ ジンパ

ターン引き抜き法, ワックスパターン引き抜き法の

3方法の寸法変化について報告した.

今回はその 3方法において埋没前のクラスプパ

ターンを製作する作業時間を比較検討したので報告

する.

方 法

1.支台装置の形態
支台歯は上顎右側第 2大臼歯とし,支台装置は鋳
造レス ト付二腕鉤,鉤尖部のアンダーカット量は
0.25mmと した.鉤腕形態は飛田の報告1)に よる数値
とした.

2.試料の製作方法
①クラスプパターンの製作方法

各製作方法において試料を5個ずつ製作した.
・耐火模型法 :付加型シリコーン印象材レギュラー

タイプ (デ ントシリコーン_V,松風社製)を用い

て複印象採得後,ク リストバライト系耐火模型材

(ク リストバライトモデルインベス トメント,ジー

シー社製)を注入し,60分後に撤去した。その後

模型硬化剤 (ス トーンハードナー,ノ リタケ社製)

を塗布しワックスアップを行った。

・レジンパターン引き抜き法 :設計された石膏模型

上にパターン用レジン (ピ クプラス トHP36, ブ

レーデント社製)を盛り上げた.

。ワックスパターン引き抜き法 :設計された石膏模

型上にワックスアップ (レ ディーキャスティング

ワックス,ジーシー社製)を行った.

3.測定方法
・耐火模型法 :複印象採得時間,耐火模型注入時間
から硬化時間,ワ ックスアップ時間の総和とした.
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レジンパターン引き抜 き法 :設計が完了した作業

模型に対 し,レ ジン築盛に要 した時間とした .

ワックスパターン引き抜 き法 :設計が完了した作

用模型に対し,ワ ックスアップに要した時間とした.

結果および考察

・耐火模型法 :17960± 1601秒であった.耐火模型
法は最も精度が高い製作方法である。 しかし,単

体の鋳造鉤を製作するための時間と材料コス トが

かかる.

・レジンパターン引き抜き法 :16680± 1096秒だった.

作業用模型に直接 レジンを築盛するためパターン

の製作を容易にし,引 き抜 き後の変形が少なぃ
2).

・ワックスパ ター ン引 き抜 き法 :169.80± 1789秒

だった.こ れは歯科技工所で最 も頻繁に行われ ,

時間と材料コス トはかからない.しかし,引 き抜
き後の変形は他の 2方法よりも大 きぃ3).

まとめ

01歯における鋳造レスト付二腕鉤の 3種類の製作
方法において,ク ラスプパターン自体の製作時間

に大きな差はなかった.

11211‐1作業時間と支台歯との適合に有効な製作方法は,レ

ジンパターン引き抜き法であることが示唆された.
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